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１．はじめに 

洋上風力発電のモノパイル基礎が砂地盤に設置される場合、普及

が進む欧州では石を用いた洗掘防止工が一般的に用いられる。これ

に対し、大型の石の入手が難しい我が国での適用のため、筆者らは

被覆層にフィルターユニット（袋型根固め材、以後 FU）を用いる

洗掘防止工 1)を実用化してきたが、材料となる石の大量入手、設置

に要する時間などに課題が残されていた。そこで、新たにアスファ

ルトマット（以下 AsMat）を使用した洗掘防止工を開発した。AsMat

はアスファルト合材に補強材等を埋設して板状に成型したもので

（写真－1）、港湾・海岸構造物の下部や法先に敷設して、洗掘防止

対策に使われた多くの事例がある 2)。本研究では移動床を用いた水

理模型実験により、モノパイル基礎まわりに AsMat 洗掘防止工を

置いた際の高波浪時の安定性の確認を行った。 

２．洗掘防止工の構成 

対象とする洗掘防止工は、図－1 のように海底面を被覆する１枚

の AsMat を置き（範囲約 3D, D:モノパイル径）、モノパイルと AsMat

の隙間の上には砂の吸出し防止のために FU を設置する。AsMat の

外縁付近には 3 列の円形の孔（端部孔）を設け、ここからある程度

の砂が抜けてマット端部が砂面にたわみ込み、マットのめくれ上が

りの防止となることを狙う。このめくれ上がり防止の機構は、防波

堤等の洗掘防止 AsMat で既に実用化されている 3)。 

３．実験内容 

実験は直線造波水路（長さ 68m×幅 2m×深さ 2m）を用い、実験の参考スケールは 1/30 とする。水槽内に、

国内の洋上ウィンドファームサイトで代表的な 1/100 海底勾配の斜面（長さ 20m）を設置し、その岸側に模型

設置エリアとして水路幅 2m×長さ 4m の範囲に砂を設置して、移動床の実験とする。 

実験の水深・波浪条件は暴風波浪時を想定し表－1の通りとする。造波は洗掘が十分発達する 150 分間行う。

直径 D=0.267m のモノパイル周辺に図－1 の洗掘防止工を設置する。使用材料を表－2 に示す。 

表－1 波浪条件 

沖波（造波板前） モノパイル基礎位置 

有義波高(m) 有義波周期(s) 水深(m) 有義波高(m) 最高波高(m) 有義波周期(s) 

0.32 2.6 0.5 0.26 0.43 2.9 

表－2 材料条件 

床材（砂） 7 号珪砂（中央粒径 0.15 mm）を使用。 
アスファルトマット アスファルトを用い実物と剛性が相似となるように製作。厚さ 4mm。 

端部に 6mm の孔を中心間隔 13mm で３列開ける。 
フィルターユニット 8t FU の 1/30 模型を製作して使用。 

 

 

 

 

 

 

写真－1 アスファルトマット（AsMat） 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 平面図 
                

(b) 断面図 

図－1 洗掘防止工配置 
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４．実験結果 

模型設置状況を写真－2、3 に示す。造波中の様子を写真－4、造波後の状況を写真－5～9 に示す。造波中に

AsMat のめくれ上がりは見られず、写真－5、6 の造波直後の状況では AsMat および FU の上に砂が堆積して

いる様子がわかる。AsMat 上の砂と FU を撤去した写真－7 では、AsMat は波打つことなく安定し、端部は砂

に食い込むように傾斜し、めくれ上がり防止として端部孔の効果を発揮している。AsMat を撤去した写真－8、

9 では、AsMat 設置範囲の砂面はほぼ平坦であり、モノパイルの根元の FU 下ではわずかな砂面の低下が見ら

れたが、その範囲と深さは限定的であった。AsMat 撤去後の砂面高さを 3D スキャナーにて計測した結果を図

－2に示す。造波前の砂面高さを 0 とした表示で、AsMat 設置範囲の砂面高さは造波前とほぼ変化しておらず、

設置範囲の沖側で若干の周辺洗掘が見られるものの、その周辺洗掘に対して AsMat はスムーズに追随してい

る。以上から、AsMat を使用した洗掘防止工は波浪に対して安定した機能を発揮することが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－8 AsMat を撤去した状況 写真－9 モノパイル根元付近拡大 図－2 AsMat 撤去後 高さ計測結果 

５．おわりに 

本研究の AsMat を用いた洗掘防止工は、今回の実験条件範囲では洗掘防止に良好な機能を示した。波と流

れの共存場や異なる波浪条件での洗掘量の定量的評価等は今後の課題である。 
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